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戦略の役割

• 企業を取り巻く経営環境への適応
　　　

• 企業の長期的方向性を指し示す

• 組織構成員の意思決定の基準
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軍事戦略と企業戦略の違い

• 軍事戦略

　　　　国家⇔国家

• 企業戦略

　　　×企業⇔企業

　　　○企業　　　　　　　　　　　　　企業

　　　　　　　　　　市場（顧客）



経営戦略のレベル

• 企業戦略（corporate strategy）
　　・企業活動全体にかかわる戦略
• 事業戦略（business strategy）
　　・各事業分野ごとの戦略
• 機能別戦略（functional strategy）
　　・企画、開発、生産、販売、人事、財務な
　　　どといった部門ごとの戦略



経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略のののの策定策定策定策定ステップステップステップステップ

理念(ミッション)
↓

　　環境分析→事業領域(ドメイン)←資源分析
↓

戦略案の策定　



１．理念（ミッション）の明確化

■自社の存在意義を明確にする
　　・対外的役割：自社の経営姿勢を表明する
　　・対内的役割：社員の行動規範、意思決定の際の

基準

■明確化のポイント
　　経営理念を三分割法で分解し、行動規範まで具体

化する。



２．事業領域(ドメイン)の定義

■自社の事業活動の範囲・領域を決める
　・事業領域＝顧客層×顧客機能×技術

■定義のポイント
　環境･資源分析から得られた戦略要因と
理念を基に、自社の事業領域を定義する。



３．環境･資源分析(ＳＷＯＴ分析)

■自社を取り巻く経営環境を分析する
　・一般環境　：政治環境、経済環境、社会環境など
　・タスク環境：顧客環境、競合環境、業界環境など
■自社の持つ経営資源を分析する
　・ヒト（人材）、モノ（商品・サービス）、カネ（資金）、情

報（技術・技能・ノウハウなど）
■分析のポイント
　自社を取り巻く経営環境の機会と脅威、自社の持つ

経営資源の強みと弱みをそれぞれ分析し、それら
の組合せから考えられる戦略要因を抽出する。



４．戦略案の策定

①重要戦略要因の抽出
　環境･資源分析から得られた戦略要因を、
重要度と解決可能性から優先順位を決め
重要戦略要因を抽出する。

②戦略目標の設定
　重要戦略要因を、４つの視点に基づき、考
えられる戦略目標を設定する。



③戦略マップの作成
　戦略目標を4つの視点に関連づけ、戦略
マップを作成する。

④戦略プランの策定
　　戦略マップの中の戦略目標のうち、業績評

価を行う項目を選び出し、業績評価指標、
数値目標、戦略行動を決定、戦略プランを
策定する。



ＴＢ７ｓ
トータルバランスセブンシート



従業員の関係は、たとえ口論になっても、その後は元のさやに納まる家族のよ
うな関係である

1社内に対してⅡ

従業員の満足を大切にする2

管理者・監督者は率先して自己の能力開発に努める3

高品質、低コスト、短納期の３つを同時に満足させる1顧客に対してⅠ

顧客のニーズやその変化に対して迅速に対応する2

提案力を持つ3

物事や問題の本質を捉える1改善についてⅢ

『顧客第一主義』

お客様の満足を第一主義とし、個人の創造力とチームワークの強みを最大限に高める企業風土をつくる

積極的に実行する3

革新的な思考を行う2

１.事業の目的を決める（何のために事業を営むのか）



２.事業の範囲を決める（どのような領域で事業を行うのか）

見直し現状

•エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング業務業務業務業務のののの追加追加追加追加
•自社設備（クリーンルーム）
•自社開発装置
•品質データ

•自社設備（クリーンルーム）
•自社開発装置
•品質データ

提供方法

•計画通りの生産能力
•高品質
•品質管理複雑化品質管理複雑化品質管理複雑化品質管理複雑化へのへのへのへの対応対応対応対応
((((ユーザユーザユーザユーザ別別別別、、、、低歩留品等低歩留品等低歩留品等低歩留品等））））

•短納期
•低コスト
•問題解決能力
•臨時生産や機種構成比率変更
へのフレキシブルな対応

•計画通りの生産能力
•高品質
•短納期
•低コスト
•問題解決能力
•臨時生産や機種構成比率変更
へのフレキシブルな対応

顧客ニーズ

•委託元•委託元顧客

安定した生産量および付加価値の高い労働力を低コストで提供する

◎事業コンセプト（一言で表現すると）



 

強み 弱み  

           内部資源 

         （ヒト・モノ・カネ・ 

             情報など） 

 

 

 

 

 

外部環境 

（政治・経済・社会・ 

文化・自然等のマクロ環境と 

顧客、競合、業界等のミクロ環境） 

・ 装置開発力がある 

・ クリーンルームを持っている 

・ 生産合理化を積極的に推進する雰囲気がある 

・ 委託元に近い 

・ 生産管理システムが充実している 

・ IT を適切に展開している 

・ 品質および納期に関しては良い評価を受けてい

る 

・ 比較的低賃金で人材を確保できる 

・ 社長の社内信頼が厚い 

・ 堅実な経営 

・ 工場容量が一杯で設備等を増加できない 

・ 若くて優秀な派遣社員が集まりにくい 

・ 委託元の情報収集に限界がある 

・ 高コストと言われている 

・ 従業員の高齢化 

・ 管理者の育成が十分でない 

・ 社内教育制度がない 

・ 社員個々で仕事量のばらつきが大きい 

・ 設計者が少ない 

・ 主となる事業が１つだけ 

・ ISO9001 を取得していない 

・ 委託元との間に第三の企業が介入している 

機

会 

・ 偏光板の需要は増加傾向（今後３年） 

・ 製品サイズの大型化傾向 

・ TV 用は年々倍々で増大 

・ 短納期化傾向および特急品の増加 

・ 高品質化、高性能化 

・ 国内向けの製品は基本的に国内生産 

・携帯電話向け偏光板の需要安定 

◇増産計画の遂行（2004/4 完に対して遅延） 

◆◆◆◆主要工程主要工程主要工程主要工程（（（（検査工程検査工程検査工程検査工程））））能力能力能力能力アップアップアップアップのためののためののためののための自動検自動検自動検自動検

査機開発査機開発査機開発査機開発    

◆◆◆◆全工程全工程全工程全工程のののの利益率改善利益率改善利益率改善利益率改善    

◇大型品、TV 用製品の生産比率アップ 

◇納期情報の早期収集 

◇委託元とのオンライン接続による情報伝達の効

率化 

◆品質品質品質品質のののの維持維持維持維持・・・・向上向上向上向上およびおよびおよびおよび増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向にあるにあるにあるにある特採品対特採品対特採品対特採品対

応応応応のためののためののためののための品質部門品質部門品質部門品質部門のののの体制強化体制強化体制強化体制強化 

◆ボトルネックボトルネックボトルネックボトルネック工程工程工程工程のののの生産能力改善生産能力改善生産能力改善生産能力改善 

◇国内向け製品をできるだけ取り込む 

◇工場稼働時間の増加（2 交代制の拡大） 

◇工場内レイアウトの最適化による生産効率化お

よびフロア面積有効活用 

◇不採算工程（後工程）の改善 

◇外国人労働者の採用 

◇経営理念、行動指針の明確化 

◇社外研修等による管理監督者の育成 

◇即戦力となる設計者の採用 

◇液晶関連事業の開拓 

◇ISO9001 認証準備および取得 

脅

威 

・ 委託元の海外工場の増強 

・ 継続的な単価引き下げ 

・ 来年よりパネルが供給過多となり、偏光板の

受注数減や価格低下等の影響の恐れあり 

・ 他社の生産能力増強 

・ 新たなディスプレー（有機 EL 等）の普及 

◇海外生産用部材の取り込み 

◇国内ユーザ向け製品（海外で生産しない機種）の

取り込み 

◇今より上流の工程の導入 

◆新規事業開拓新規事業開拓新規事業開拓新規事業開拓 

 

 

３．事業の素案を決める（どのような手が打てるのか）



４．事業の優先順位を決める（どれを優先すべきか）

4

5

1

3

2

解決
可能性

優先
順位

重要度具体的内容戦略要因

34

•目標の明確化：各工程1人あたりの利益率
　年10%アップ
•各工程管理者による計画と実行
•分析ツールの整備（売上データ、労務データ）
•定期的な進捗管理

全工程の利益率改善1

53
•幅広い情報収集活動
•各種事業開拓支援施設の利用
•人脈づくり

新規事業開拓5

21

•端面加工機の改造による処理能力向上
•包装工程の生産効率改善による処理能力向上
•製造部門との連携

ボトルネック工程の生産能力改善4

45

•短納期、低コストを維持した高品質の実現
•複雑化する品質管理への対応
•品質データの活用（前工程へのフィードバック等）
•人的資源の投入

品質の維持・向上および増加傾向
にある特採品対応のための品質管
理体制の強化

3

12

•検査手段の選定
•検査装置の自社開発
•ソフトウエアの自社開発
•のり汚れ対策

主要工程（検査工程）能力アップの
ための自動検査機開発

2



５.事業の構成要素を決める(何をすればよいのか)

（１）重要戦略要因

（２）戦略目標

主要工程（検査工程）能力アップのための自動検査機の開発

生産能力の拡大新技術の提供自己資本の増加

品質部門との連携固定費比率の低減

新規事業資金

問題提起、改善検査装置の自社開発生産計画の実行1人当たり利益率の増
加

ＯＪＴのり汚れ対策納期保障人員削減

社員満足製品適用コスト削減外注費削減

評価（人事、報酬）省力化自社のイメージアップ報酬の増加

積極的な参画検査内容の把握高品質の提供売上拡大

意識改革開発体制づくり高付加価値の提供利益性の改善

人人人人　　　　　　　　材材材材業務業務業務業務プロセスプロセスプロセスプロセス顧顧顧顧　　　　　　　　客客客客財財財財　　　　　　　　務務務務



６．事業の仕組みを決める（どのような手順で進めればよいのか）

利益性の改善

１人当たり利益の増加
売上拡大

外注費削減

人員削減 報酬の増加

自己資本の増加 新事業資金

安定性改善

納期保証

生産計画の実行

新技術の提供

高品質の提供

自社のイメージアップ

生産能力の拡大

積極的な参加問題提起や改善

検査装置の自社開発 製品適用

品質部門との連携

省力化

意識改革

ＯＪＴ

高付加価値
労働力の
提供

コスト削減

検査内容の把握 開発体制づくり

社員満足 評価

財務財務財務財務

顧客顧客顧客顧客

業務業務業務業務

プロセスプロセスプロセスプロセス

人材人材人材人材



•開発費の早期回収
•利益余剰金増加

•125%→110%以下•固定費比率の改善•自己資本の増加

•顧客への情報提示•月産200万枚以上
•負荷率90%以上

•生産量増加
•生産負荷の維持

•自社の
イメージアップ

•自動検査機の導入による人員削減•10%改善•1人当たり生産能力•省力化

•開発プロジェクトの発足
•計画作成と実行

•2005年期中に実用化•製品への適用•自動検査装置の
自社開発業務業務業務業務

プロセスプロセスプロセスプロセス

•経営理念・行動指針の明確化
•管理監督者の育成
•人事評価基準の作成
•報酬による評価
•情報の共有化

•95%以上

•重要案件が年に2件
以上

•出勤率

•改善提案

•意識改革

人材人材人材人材

•自動検査機の全面展開導入
•品質管理体制の強化
（装置対応を含めた人的資源の投入）

•処理能力の明確化

•年5%コストダウン
•客先クレーム月1件
以下

•納期対応90%

•コスト
•品質

•納期

•高付加価値な
労働力の提供

顧客顧客顧客顧客

•自動検査機の導入による人員削減•10%向上•1人あたり利益の改善•利益性の向上

財務財務財務財務

戦略行動数値目標業績評価指標戦略目標

７.事業の評価指標を決める（うまくいっているかを何でチェックするか）



経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略からからからから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営計画経営計画経営計画経営計画へへへへ落落落落としとしとしとし込込込込むむむむ

• 企業→長期的な方向性→ 経営戦略

　　 ↓　　　　　　　　　　 （抽象的・言語表現）

　足元固め

　　↓
　経営計画
　（具体的・数値表現）


